
被　　服

2 Fa－8

〔(社)日本家政学会

追跡調査による沖縄女性の17歳と57歳の体型比較と現在の体型意識
大浜千代*　　○林　隆子**　　志村清美*

　　　　　　(*武蔵野女大　　**広島大)

　目的：従来実施されている体格調査は、各年代を同時期に計測する横断的なものか殆ど

である。ここでは、高校生の時に身体計測をした女子を対象とし、40年を経た現在の身体

計測、すなわち個人の追跡調査を行い、体つきに関する意識との関連を検討した。

　方法:1957、8年に計測した164名の調査票に基づいて当時の協力３校の同窓会名簿によ

り現在の住所をたどり、約半数の人に調査協力を依頼した。その結果26名の協力が得られ

た。その他に２名の協力者を加え合計28名の調査を行った。調査内容は、身長・体重など

の身体計測51項目および体型に関する意識（太り、痩せ）である。

　結果：対象者の平均年齢は57歳で、69％の人が現在に至るまでフルタイムの仕事を続け

ている。身体計測値については、身長など高径項目はごく僅かな増加がみられるのみであ

る。しかし、胸囲など周径項目ならびに体重は、大きな増加がみられる。特に胴囲におい

ては顕著であるか個人差も大きい。体型意識については、68％の人が痩せたいと思ってお

り、このグループの周径項目・体重およびローレル示数の値はいずれも全体の平均値より

高く、今のままでよいグループの平均値と比べ有意な差がみられた。なお今回の結果を

1992～94年に行われた身体計測値（50～59歳、沖縄女子）のデータと比べたか、有意差は
認められなかった。

2 Fa－9 衣料サイズの適合性に関する意識調査

　　　　　　　　　○長山美智子

　　　　　　　　　（相模女子大学　）

永井房了･

　（目的）既製衣料品は今日では我々の日常の衣生活には欠くことのHi来ないものである。

口本人の体格は近年大きく変化しており、既製衣料品の基本であるサイズについて様々な問題

が生じている。そこで我々は既製衣料品に対する消費者の購買行動及び着用適合感についてア

ンケート調査を行い、サイズの面から既製衣料品の問題点について検討を行った。

　（方法) 調査対象：本校女子学生及びその両親（合計9 5 8 4'.)　実施時期: I 9 9 7年9Ji

～1 on　調査方法：質問紙而接調査法。　調査項a ：前川外衣の服種、購入時重視事項、衣

服の素材、サイズの適、不適、補正の有無及びその部位、年齢、身艮、体重。　分析方法■■単

純集計、クロス集計

　（結果）購入した衣服が休に合っている者は、女子学生３ 2. 7%、は親3 1. 9 %、父親３

7.　2%であった。３割以上の者が既製衣料のサイズに満足している。不辿合部分があるが補

正せずに着ている者は√女子学生４ 9. 2%, は親３ 8. 2%、父親２ 3. 7%であり、両行

を合わせると女子学生8 1 . 9%,母親７ 0. ] %,父親６ 0 . 9 %が既製衣料品をそのまま

利用している。補＼Eして着川している者は女子学生17.1 %、母親2 8 . 1 %、父親2 7.

4%であり、親世代は女子学生に比べて補正する行の割合が高い。また、オーダーを利川する

者は女子学生及び母親にはいないが、父親の１ 0. 7%の行が利川していた。
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